
体育大会・応援コンクールに向けての意気込み ～各クラス団長より～ 

青少年赤十字  リーダシップ・トレーニングセンター（トレセン）に参加して  

                               ２組    

 私が赤十字リーダシップトレーニングセンターに参加して学んだことは、「気づき」

「考え」「実行する」ことです。このトレセンではボランタリーサービス活動というもの

を行いました。ボランタリーサービス活動とは、他のために今の自分にできることはない

かを考え  、自分ができることを進んで行う活動のことです。私は参加者が仲良くなれる

ようなものを行いたいと考え、レクリエーションを担当することになりました。この活動

を通して、私は今まで、自分は何かを実行しようとばかり思って、自分のやりたいことば

かりを言って、「気づき」「考える」部分が弱かったのではないかと自分を見直すことが

できました。自分の弱点に気づくことができたおかげで、レクリエーションを成功させる

ことができました。また、たくさんの達成感を得ることもできました。私はこのトレセン

で学んだことをきっかけとして、これから自分をもっと成長させていき、どんどん前進し

ていきたいです。  

                                ４組    

 僕がトレセンで学んだことの中で一番印象に残っているのは、「気づき」「考え」「実

行する」ということの大切さです。僕は今までは、こうした方がよいのではないかと気づ

き、考えることまではできていたけれど、自分から行動することに不安を感じ、人任せに

してしまうことが多かったです。しかし、トレセンに参加して、そんな自分から少し成長

できたように思います。なぜならば、トレセンではグループでの活動や話し合いを行った

のですが、大人の人からこうしなさいと指示されるようなことはなく、予定表を見て自分

で考えて行動しなければならなかったからです。自分で考えて行動しなければいけなかっ

たので大変でしたが、他の中学校からトレセンに参加していた友達が助けてくれたおかげ

もあり、指示されなくても行動することができました。今回の経験は、とても楽しかった

し、多くのことを学ぶことができたので、２学期からの生活に生かしていきたいです。  


